
６月25日に組合定期大会を開催しました。昨年度の活

動報告案及び決算が承認された後、新役員が承認され

ました。続いて、今年度の活動方針案の審議を行い、

最後に、今年度の活動方針案・予算案が決議されまし

た。大会で提案いただいたご意見については、今後の

取り組みに生かしていきたいと考えています。新執行

部は組合員のみなさまの声を力に、活動に取り組んで

いきます。今後ともみなさまのご協力をお願いいたし

ます。

委員長に就任しました経済学部

の石井まことです。大学に赴任し

て早いもので20年、組合の活動歴

も20年目です。今回、３度目なの

に委員長を引き受けてもいいと考

えたのは組合若手教員たちの存在

です。権威を相対化する力やセンスを持ち、大学人と

しての資質を備えたメンバーがいま大分大学にはいま

す。支えられるものなら、支えたいと思いました。私

も20年前、大学のことが右も左もわからないなかで、

独りよがりにもならずに、かといって滅私奉公にもな

らずに過ごせたのは、組合に集う大学人たちとの交流

のおかげであったことは間違いありません。

今日、権力の座に恋々として、若い人たちの未来を

ないがしろにする輩が跋扈しているのは悲しく痛まし

い限りです。大分大学も他人事ではありません。議論

と責任感のないトップダウンや独りよがりの運営でお

かしな方向にいっていることがあれば、微力ながら食

い止め、若手組合員にきちんとバトンタッチするため、

体をはっていこうと思っています。今は組合に集まる

人と家族が私の支えです。将来が展望できる大学づく

り、どこまでできるかわかりませんが、一緒に頑張り

ましょう。

経済学部の小山敬晴です。大分

大学に赴任して２年目になり、石

井委員長の10分の１の経験しかあ

りません。私の専門科目は労働法

ですので、大分大学教職員の労働

条件向上のために、自らの知識を

いささかでも活かせればよいと考

えています。ただ、書記長の職を引き受けるに至った

のは、そのような思いに増して、様々な難局に直面し

ている大学という高等研究教育機関が、これからの時

代にいったいどうなってしまうのだろうか、という拭

いがたい不安を、本学構成員と共有したいという気持

ちがあったからでした。幸いなことに同じような危惧

を抱く組合員の先輩・同輩に恵まれ、さっそく、これ

からの高等研究教育機関の在り方を検討する「研究交

流会」を立ち上げました。堅苦しい名称になってしま

いましたが、この「研究交流会」は、日ごろの研究・

教育活動で直面する些細な課題について気軽に話し合

うことができるような、分野横断的で、開放的な場を

つくることを目指しています。研究交流会が、それこ

そ組合加入の有無を問わず、数多くの方が意見交換で

きる場として発展することになれば幸いです。
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組合は、非常勤職員の無期化に向けた団体交渉を継

続して行っています。今年度も６月27日に非常勤職員

の雇用期限の廃止をもとめる団体交渉の申し入れを行

いました。７月11日には人事課と事務折衝を行い、大

学も重要な問題として役員懇談会で検討を重ねている

ことを確認しています。

非常勤職員の雇用期限の廃止について
組合による説明会開催中！！

現在、団体交渉に向けて大分大学で働く非常勤職員

のみなさまを対象に、組合主催の雇用期限の廃止につ

いての説明会を部局毎に開催しています。

改正労契法ってなに？

労働条件を改善する一環として，政府は2013年に労

働契約法を改正し「５年以上働き続けた非常教職員は、

その後は任期にしばられず働くことができる（無期転

換）」と法律で定めました。これによって、６割以上

の民間企業で非常勤職員が無期転換され，多くの方々

の労働条件が改善されています。これは働いている人

にとっては、生活安定が可能になり、使用者にとって

も仕事に慣れた人を雇い続けることが可能になり、と

もにメリットがあります。

国立大学でも無期転換がすすんでいます

しかし、多くの国立大学では意図的に任期が５年以

下と定められ、無期転換が進んでいませんでした。残

念ながら、大分大学でも無期転換が進んでいないのが

現状です。

国立大学の状況がマスコミに取り上げられるなど社会

問題となり、去年、東京大学をはじめとした２０以上

の国立大学で無期転換が決まりました。これらの大学

では実際に、５年以上働いた非常勤職員の任期がなく

なったのです。

大分大学でも無期転換を！

大分大学でも無期転換を実現するため、教職員組合

が大学側と交渉を続けています。これを実現するため

には、大勢の非常勤職員の方々の声を大学側に伝える

ことが最も効果的です。

無期転換を実現するため、非常勤職員のみなさまの

声をお聞かせください。一緒に職場をよくしていきま

しょう！

7月30日の夕方より、生協食堂にて組合恒例のビアパー

ティーを開催しました。今年は、組合員、そのご家族、

未組合員あわせて40名以上の方にご参加頂きました。

今年度より、ビールと料理すべて食べ放題＆飲み放題

にしたところ大変好評で、会の終盤にはほとんどの料

理がなくなるほどの盛況ぶりでした。パーティーの途

中では、橋本英治さんのアコースティックライブがあ

り、素晴らしいギターの演奏と歌声にビアパーティー

参加者だけでなく、隣の食堂にいる学生さんからも盛

大な拍手があり、一時ライブハウスにいるような感覚

に包まれました。また、新企画としてボードゲームを

行い非常に盛り上がりました。今後も組合では各種福

利厚生イベントを行い、組合員の方の交流の場を設け

ていきたいと思っています。

６月25日に、教職員共済大学事業所の森田事務局長

を招いて教職員共済の商品についての学習会を実施し

ました。今回は主に、月掛金900円で12種類の保障があ

る「総合共済」と、教職員共済ならではの「自動車共

済」の強みと事故対応力等について詳しく説明してい

ただきました。

教職員共済に興味のある方は是非組合までお問い合

わせください。
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